


 １ 都市の魅力                                 
　水や緑などの心が安らぐ空間、洗練された都市的な街

並み、歴史を感じさせる古い家屋のたたずまい、人々の

活気が溢れる商店街の賑わいなどは、人の心に潤いを与

えてくれます。しかし、こうした街の景観は、うわべだ

けで作れるものではなく、そこで生活し、働く人々の活

動が表出してできるものです。もし、人々が目先の利便

性や安易な欲求を満たすためだけに行動したら、街並み

も醜く、雑然としたものになっていくでしょう。

 ２ 魅力ある川崎らしさの発見と創造
　街には機能性や利便性に加えて、潤いやゆとりが必要

です。街に魅力が無くなれば人も産業も流出し、やがて

は都市自体の機能が低下していきます。川崎の街も、戦

後の急速な都市化によって自然発生的に形成された既成

市街地の中では、大事に守るべき街の資源が見つかりに

くく、新たな建設や建て替えも雑然とした街の雰囲気の

延長上で行われがちです。魅力ある川崎らしさを確立す

るためには、質の高い都市空間を誘導し、新たな文化を

創り出せるようなまちづくりを進めていくことや、埋も

れた歴史などの街の資源を再発見し、これらを活かすこ

となどが必要です。

 ３ 都市デザインとは？ 
　都市デザインの基本目標は、都市の魅力を高めること

です。そのためには「街の回遊性を高め、楽しみながら

歩ける空間をつくる」「人が集まってくるような居心地

の良い空間をつくる」「水や緑を活かした安らぎのある

空間をつくる」「洗練された雰囲気のある質の高い街並

みをつくる」「地域の歴史や文化を活かし、街の個性を

高める」といった視点から様々な事業を調整することが

必要です。

 ４ 川崎市の都市デザイン施策のはじまり
　川崎市の都市デザイン施策は 1980 年代の川崎市都心

アーバンデザイン事業からスタートしました。この事業

の最大の特徴は、公共事業を先行させることによって短

期間のうちに目標とする街並みのイメージを具体化した

ことです。その効果が次々と民間事業にも波及したため、

１０年弱のうちに川崎の都市イメージを一新するような

街並みが形成されました。

 ５ 川崎市都市景観条例の制定と施策展開
　1980 年代の川崎市都心アーバンデザイン事業は、都

市デザインの取り組みとして、一定の成果を出しました。

　しかし、バブル崩壊によって民間再開発が下火になり、

行政の財政も緊縮状態に向かうと，事業とセットになっ

たアーバンデザインの手法にも限界が見えてきました。

　こういった状況の中で、都市景観行政を市の施策とし

て正式に位置づけ、継続的、組織的な取り組みを行うと

ともに、法令に基づく民間建築物の届出制度や地域的な

景観形成などの新しいしくみを担保するために 1994（平成

6）年度に「川崎市都市景観条例」が制定されました。

　条例の特徴としては、新たな街なみを創造することや、

歴史・文化などの地域資源を発見し、街なみの中に活か

したりすることを目指している点や、市と市民が一体と

なって地域の街並みを創っていくための施策に重点が置

かれている点などがあります。特に、地域の関係住民の

発意によって組織された景観形成協議会が市と協議しな

がら地区の景観形成方針・基準の案を策定するシステム

は、本市における市民参加の手続きを設けた条例の先駆

けとなりました。

 ６ 川崎市景観計画の策定と新たな施策展開
　2004（平成 16）年度に景観法が制定されたため、

2007（平成 19）年度に川崎市景観計画を策定し、こ

れまでの自主条例によるデザイン誘導を、法に基づく施

策と条例による施策に分けて、都市拠点の都市デザイン

誘導や、市民主体の景観づくりなどに取り組んでいます。
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第１期

展開期

初動期

アーバンデザイン事業による都市イメージの転換

成熟期

川崎市都心アーバンデザイン基本計画のデザイン・コンセプト

工場

ギャンブル

公害

研究

ハイテク

女性や子供

にも優しい

明るさ

やさしさ

清潔さ

発想の転換

イメージの

一新

1980　新百合丘駅周辺地区上物建設マスタープラン

1981　川崎市都心アーバンデザイン基本計画

1984　新百合丘駅周辺地区第二次上物建設マスタープラン  

　川崎市の都市デザイン行政は、1981（昭和 56）年度に策定された「川崎市都心

アーバンデザイン基本計画」に基づく川崎駅周辺地区の取り組みからスタートしまし

た。この取り組みは、条例や要綱による規制型ではなく、公共事業を先行整備するこ

とで、その効果を民間事業へ波及させようとするもので、10 年弱のうちに川崎市の

都市イメージを一新するような街なみが形成されました。

川崎駅東口周辺を中心に大規模な民間再開発が次々に展開し、

新しい川崎市のイメージへと街の変貌が始まりました。

民間事業が進むにつれ、共通のデザイン・モチーフが周辺に

波及し、10 年弱のうちに、川崎市のイメージを一新するよう

な街なみが形成されました。

川崎市都心アーバンデザイン基本計画を策定し、「明るさ 、優

しさ 、清潔さ 」をデザイン・コンセプトとし、公共が民間事業

を誘導するため、自らが先導的に事業を推進しました。

関連法令と連携

　・文化財保護法

　・都市緑地法　　など

都市景観条例の中で制度化

　・都市景観形成地区

　・大規模建築物届出

発見 創造

1994　川崎市都市景観条例

1995　川崎市都市景観形成基本計画

1996　臨海部色彩ガイドライン策定

1997　たちばな通都市景観形成地区指定

1998　新百合丘駅周辺都市景観形成地区指定

1999　川崎駅西口大宮町都市景観形成地区指定

都市景観条例による景観誘導

　都市景観行政を市の施策として位置づけ、継続的に取組むとともに、民間建築物の届出や地

域的な景観形成などを制度化するために、1994（平成６）年度に川崎市都市景観条例を制定

しました。

　都市景観条例では、都市景観の形成という概念を「保存」、「発見」、「創造」の３つの分野で

整理し、このうち、主に「発見」と「創造」に主眼をおいた仕組みを定めています。

　条例制定後は、都市拠点における面的整備事業と併せた都市デザイン、市民主体の身近な景

観づくり、臨海部の工場景観の演出などの施策に取り組みました。

法と条例の２層によるデザイン誘導

　2004（平成 16）年度に景観法が制定されたことを受け、

川崎市も 2007（平成 19）年度に川崎市景観計画の策定

と都市景観条例の改定を行い、都市デザイン施策を景観法

に基づく施策と条例に基づく施策に整理するとともに、街

なみ誘導助成制度の創設など、更なる展開を図っています。
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街の中の景観資源を発見し、

景観の視点から位置づけを与

え、新しい街なみの中に復

活させて活用

都市の空間を様々な手

段で積極的にコントロ

ールし、魅力ある都市

空間を創造

【条例制定後に取り組んだ３つのアクション】
魅力ある川崎らしさの発見と創造

②　市民主体の身近な景観づくり②　市民主体の身近な景観づくり

①　都市拠点における面的整備事業と併せた都市デザイン①　都市拠点における面的整備事業と併せた都市デザイン
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工場 発想

イン・コンセプト

明るさ

かつての

川崎のイメージ

(灰色)

新しい

川崎のイメージ

都市景観の形成

保存

文化財や、自然緑地

など、社会的な価値

が認識されている資

源の保存

見し、

けを与

都市の空間を様々な手

段で積極的に ト

身近な街の景観づくりに

おける市民参加

③　臨海部の工場景観の演出

川崎市の景観構造
（都市拠点、景観軸、景観ゾーン）

2004　大山街道都市景観形成地区指定

2005　武蔵小杉周辺都市景観形成地区指定

2005　新百合山手都市景観形成地区指定

2006　新川崎都市景観形成地区指定

2007　川崎市都市景観条例改正

2007　川崎市景観計画策定

2007　多摩川景観形成ガイドライン策定

2008　地区計画形態意匠条例制定

2008　ブレーメン通り都市景観形成地区指定

2009　街なみ誘導助成制度創設

2010　中原街道都市景観形成地区指定

法令に基づく都市デザインの推進

■景観計画に基づく施策

　景観計画区域の行為の制限

　景観計画特定地区

■地区計画区域における形態意匠制限

■都市景観条例に基づく施策

　都市景観形成地区　

効果的展開
拠点整備型と市民主体型に分けて景観誘導施策を使い分け

拠点整備型

 法　 景観計画特定地区

●街としてのアイデンティテ

　ィを醸し出すテーマ設定と

　デザイン基準

●事業の初動期から都市デザ

　インの方向性を明確にし、事

　業を誘導

川崎駅西口、新百合丘、
武蔵小杉、新川崎

市民主体型

 条例   都市景観形成地区

●地区の代表者による景観形　

　成協議会を認定

●景観形成協議会が主体とな　

　り関係住民の意見を集約

●市と景観形成協議会で方針･基

　準を策定し、建築物の建替えな

　どと併せて街なみを形成

たちばな通、大山街道、新百合
丘山手、ブレーメン通り、中原
街道

（年号：年度単位）

第１章　川崎市の景観形成推進施策

Ⅰ）川崎市の景観形成施策の経緯



 １ 臨海部における取組み　　　　　　　　　　　　　　　
　臨海部の工場地帯は、かつては危険・暗い･汚いといっ

た公害から来る灰色のイメージがあり、一般の人はなか

なか立ち入らないこともあり、あまり注目されることが

ありませんでした。しかし、工場の複雑な配管や巨大な

タンクがいくつも連なるダイナミックな景観は、「工業

都市・川崎」を表す、特徴的な景観と言えます。

　このためアート的な様々な造形美を見いだすことので

きる工場そのものを眺望、認識する機会を増やすために、

川崎市では、工場らしい特徴のある構造物を再認識する

ための色彩デザインや、眺望点における視点場としての

場所性を高めるための仕掛けづくりなどに取り組んでき

ました。

　臨海部の魅力的な眺望点を考えた時に、一般的には、

海の方に視線が向くことが多いですが、川崎市の臨海部

の景観施策においては、あえて工場に視点を向け、その

造形美を引き立たせるような仕掛けを検討したことに特

徴があります。

 ２ 千鳥町周辺地区沿道修景プラン                         
　臨海部は、主に、千鳥町･浮島町の工場が建ち並ぶ、

生産機能が強い地域と、東扇島等の緑地と企業の物流倉

庫が集まる商業･レクリエーション機能を持った地域の

二つに分けられます。後者は、川崎駅から東扇島に至る

川崎駅東扇島線に位置し、海へのゲートとなる千鳥橋付

近は、臨海部に向かう多くの人々が通る、とても目に付

きやすい場所です。この沿道をモデル地区とし、工場と

運河に囲まれた地域特性を活かした景観整備に取り組む

こととし、市民が親しめる空間となるよう、1994（平

成 6）年度に「千鳥町周辺地区沿道修景プラン」を策定

しました。

修景プランの概要

　千鳥町周辺地区は、市街地側から臨海部に向かうにつ

れて徐々に工場群が姿を現し、特に千鳥橋から運河沿い

に広がる工場群の様子は、異世界へ足を踏み入れるよう

な独特の雰囲気を有しています。アート的な様々な造形

美を見いだすことのできる工場施設群とそれを鑑賞する

ための視点場としての沿道の歩行空間を美術館における

アート作品とプロムナードの関係に置き換え、道路空間

を工場施設群を見るプロムナード（遊歩道）として見立

て、以下のように整備の全体方針を定めました。

・美術館の作品と見立て

　た工場施設群につい

　て、アートなグラ　

　フィックデザインを

　施す。

・工場で実際に使われて

　きた部品などを活用

　し、ワンマイルプロ

　ムナードの魅力を強

　化する。

・運河沿いの緑地を視点

　場として整備する。

　これらの整備方針のもと、公共緑地や千鳥橋、建物壁

面などについて整備計画案が立てられました。緑地の整

備など、一部実現されなかったものもありますが、整備

された道路の舗装デザイン、ボラード等は、現在も千鳥

橋を印象的な工場空間として演出しています。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 ３ 臨海部デザインコンペ
　東扇島の公園などを訪れる市民や、臨海部などの工場

で働く人が通る重要なポイントとなる施設にアート的な

グラフィックデザインを施すことで、インパクトを与え、

様々な人に振り向いてもらえるきっかけとなるように、

　

1994（平成 6）年度に第一回臨海部デザインコンペが

行われました。臨海部デザインコンペが実施された場所

は、「千鳥町周辺沿道地区修景プラン」に位置づけられ

ている、千鳥橋周辺で、扇島側から運河を渡ると、運河

の両側にある二つの構造物がゲートのように見え 、イ

ンパクトが大きいため、これらを対象として実施しまし

た。

　第 1 回目のデザインコンペは、市政 70 周年事業の一

環として実施されました。デザインを公募し、多数の応

募の中、学生が提案した迫力のあるデザインが選考され、

コンペと併せて事業の一環として塗装工事が行われた結

果、千鳥橋にスーパーグラフィカルなセメントサイロ「ソ

ラ」が誕生しました。翌年には、「ソラ」と道路を挟ん

だ向かい側の倉庫を対象として、第 2 回デザインコン

ペが行われました。第 1 回と異なり、倉庫を持つ企業

と交渉し、塗り替えの時期に合わせて、企業の費用負担

により塗装を行ってもらいました。

　また 200７（平成 19）年度には市の経済部局におい

て、「川崎市千鳥 ( ちどり )・夜光 ( やこう ) 地区におけ

る火力発電所の蒸気を連携各社で利用する省エネルギー

事業」と連動して、これらの配管を対象としたデザイン

コンペが行われました。

 ４ 臨海部色彩ガイドライン　　　　　　　　　　　

　企業が主体となった工場施設等の色彩デザインによっ

て臨海部のイメージアップを行うために、1996（平成

８）年度から臨海部色彩ガイドラインによる協議制度を

開始しました。臨海部の工場施設等では、一定の周期で

塗り替えを行うスチールの構造物が大半を占めていま

す。このため、色彩ガイドラインに基づいて企業と市が

協議を行い、あらかじめ事業所ごとの色彩計画を作成す

ることによって、施設の塗り替え時に、徐々に景観の形

成が進んでいくシステムになっています。

　このガイドラインは、一律の基準に沿わせるというよ

りも、基本となる色は事業者が選択した上で、事業所ご

との色彩計画を作り、色調を統一させる仕組みになって

おり、施工者側の自由度が高い制度です。ガイドライン

の中では、次の３つの方針を

定めています。

・自主性の尊重

・自由度の高い色相選択

・快適な色彩環境の創造

　また、企業が自ら色彩計画を立てることが難しいと

いった場合には、ゾーン別のテーマカラーの提示や、市

が色彩デザインを提案するための支援制度も用意してい

ます。修景プランのテーマ

千鳥橋周辺の景観デザイン

デザインコンペ実施地区

事業所単位の計画に基づく景観デザイン

単体のグラフィックデザイン（公共）

単体のグラフィックデザイン（民間）

千鳥町周辺沿道修景地区

Ｂ 重点カラーデザイン地区

Ｃ グラフィックデザイン拠点

Ａ 一般カラーデザイン地区

色彩デザインの流れ

１ステップ 色彩表現のレベルによって地区を選択する

２ステップ 基調色相を選択する

赤系色相 黄系色相 緑系色
相

青系色相 紫系色相

３ステップ 事業所全体の色の使い方のルールをつくる

４ステップ 個別施設の色彩デザインを行う

５ステップ 建築・塗装を実施する

落ちつきのある調和のとれた色彩表現をめざすため色相調和

型の低彩度色を使用します

積極的な色彩デザインにより調和のとれた中にも活力のある
色彩景観をめざすため色彩の幅を広く使用できます

単体の施設を対象とし地域のランドマークとしてメッセージ

性が強い色彩景観をめざすため自由に色彩を使用できます

色彩表現のレベルに応じた３つの地区の参考例

Ａ 一般カラーデザイン地区

Ｂ 重点カラーデザイン地区

Ｃ グラフィックデザイン拠点

青系の基調色相を選択した例

黄系の基調色相を選択した例

KAWASAKIの文字をﾓﾁｰﾌにした例

第一回作品（ソラ） 第二回作品 

ガイドライン適用例 

コンペによる配管デザイン 

工場で使われてきた部品等を組み合わせたボラード

Ⅲ）臨海部における取組み 

第４章　その他の施策 



 １ 中原街道　　　　　　　

　中原街道は、江戸時代に徳川将軍が休憩するための「御

殿」や、二ヶ領用水の工事の際の指揮監督をする場所と

しての「陣屋」が設けられるなど、古くからの歴史があ

る旧街道ですが、現存している歴史的資源は少なくなっ

てきています。一方で、中原街道は、都市計画道路・丸

子中山茅ヶ崎線の整備が予定されていることから、今後、

周辺の建築物の建て替えなどが行われることが想定さ

れ、沿道の歴史性を活かしながら、個性を活かした新た

な景観を作り上げていく好期にあるとも言えます。

　そこで、2009（平成 21）年度に、地元有志によって、

街道の歴史性を活かした沿道景観の形成を目指して活動

する「中原街道沿道街なみ検討会」が立ち上げられ、景

観づくりに係る勉強会や沿道権利者への説明会の開催等

を経て、2010（平成 22）年度に都市景観形成地区に

指定されるなど、検討を進めています。

  ２ 二ヶ領用水宿河原堀                         
　江戸時代に農業用水として造られ、現在は農業用水や

都市環境用水としても利用されている二ヶ領用水や桜並

木などの資源がある二ヶ領用水宿河原堀地区では、

2006（平成 18）年度、桜並木の老齢化やゴミの散乱

などの問題を解決し、将来に渡って宿河原堀の素晴らし

い景観を維持保全していくため、宿河原町会や桜保存会、

ＰＴＡなど、地元有志メンバーを中心に「二ヶ領用水宿

河原堀を愛する会」が設立されました。2007（平成

19）年度には「二ヶ領用水宿河原堀を中心としたまち

づくり将来構想」が策定され、現在、宿河原堀の清掃活

動や花植活動、広報活動等が行われています。

　また、2010（平成 22）年度には「川崎市地区まち

づくり育成条例」を活用し、宿河原堀における景観を守

るためのまちなみルール等を作成することを目的に、宿

河原堀沿川住民により「二ヶ領用水宿河原堀まちづくり

協議会」が設立されまし

た。地区住民同士がお互

いにルール等を遵守する

ことで、宿河原堀の景観

を守っていくことを目指

し、現在、建物等に関す

る景観まちなみルールづ

くり等を進めています。

 ３ 川崎大師                                     
　平安時代の 1128（大治 3）年に建設され、江戸時代

には厄除け信仰の対象として繁盛した川崎大師の周辺地

区では、2004（平成 16）年頃から地元有志の方々に

より川崎大師地区の景観について検討が行われてきまし

た。

　その中で、具体的に取り組む意向のある表参道・仲見

世地区について、2009（平成 21）年度に表参道商業

協同組合理事を中心に「川

崎大師表参道景観形成地

区準備会」が発足され、

都市景観条例を活用して、

川崎大師の歴史を活かし

た建物のルールづくりを

検討しています。

 ４ 梶が谷駅前                                 
　田園都市線の梶が谷駅周辺地区では、2003（平成

15）年度の梶が谷駅隣接のマンション開発を契機にま

ちづくりの気運が高まり、テーマ別にまちづくり活動が

行なわれています。2009（平成 21）年度には梶が谷

駅周辺の商店街を中心とした景観形成のルールづくりを

検討することを目的とし

た「梶が谷駅周辺のまち

なみを考える会」を設立、

現在、商業者などで構成

された商業者部会にて景

観形成ルールを中心に地

域の活性化を目指したま

ちづくりを検討していま

す。

 ５ 東海道川崎宿　　　　　　　　　　　　　　　　

　東海道川崎宿の歴史を活かした地域活性化を、地域の

住民を主体とした生活市民、及び企業市民相互の話し合

いと、行政とのパートナーシップによって推進するため

に、2002（平 成 14）年 度、

東海道川崎宿の活用を検討す

る市民組織が立ち上がり、今

日までに様々なまちづくり活

動を行ってきています。

　2005（平成 17）年度には

「東海道川崎宿まちなみまちづ

くりガイドライン」が作成さ

れ、地域性のある歴史や文化

などを活かしたまちなみづく

りの参考として活用されてい

ます。

 １ 多摩川景観形成ガイドライン                   
　

　多摩川は、長い間市民の暮らしの舞台として息づいて

きた川崎市民にとっての共有財産であり骨格的な景観資

源です。現在では、多摩川沿いにある特性を活かした土

地利用転換やマンション建設が進むほか、散歩、スポー

ツ、釣りやバードウォッチングなどで多くの人々に利用

されています。また、豊かな自然を有する都市内の貴重

なオープンスペースとしての価値が見直されています。

　このため、多摩川の魅力を活かした街並みづくりを市

民、事業者、市の協働と、それぞれの創意工夫を持って

進めていくために、2007（平成 19）年度に「多摩川

景観形成ガイドライン」を策定しました。

 ２ ガイドラインの内容と運用                            
　ガイドラインでは、下図のように、多摩川を 4 つのゾー

ンに区分し、ゾーン別に景観形成の目標と方針を定め、

敷地、建築物、看板、公共施設等に対して景観形成基準

を定めており、景観計画の届出の際の協議等を行う場合

などに活用しています。

 １ 街なみ誘導助成制度　                             
　地域文化を活かした快適で潤いのある都市景観の形成

を推進するため、都市景観形成地区又は景観計画特定地

区（以下「都市景観形成地区等」という。）において、

公開空地の整備や既存構造物の撤去、移設、又は広告物、

壁面等の改修及び街並みと一体的に保存すべき建造物の

補修などを行った場合に費用の一部の助成行う、「川崎

市都市景観形成地区等街なみ誘導助成制度」を 2009（平

成 21）年度に創設しています。

 ２ 助成の種類と概要                                
公開空地整備助成

　外壁の後退等のルールを景

観形成基準に定めている都市

景観形成地区等において、後

退部分を公開空地として整備

し、景観に配慮した舗装とし

た場合、又は既存構造物を撤

去、移設した場合について、要

する費用を助成します。

街なみ重要建造物保存助成

　歴史的及び景観的に重要な建

造物を保存するために行う補修

等に要する費用を助成します。

モデル改修事業助成

　景観形成基準に適合しない既存の建築物、工作物又は

広告物の設置、改修、撤去等を先導的に促進する地区（モ

デル改修事業地区）を指定した上で、景観形成基準を定

めてから３年以内に、集中的に広告物改修、壁面色彩改

修（２階以下）、壁面緑化可能な外壁の仕様への改修等（２

階以下）の事業を当該地区内で行った場合に要する費用

を助成します。

 

 中原街道の街並み　　　　　かわら版（街づくり通信）  

二ヶ領用水の様子

仲見世の街並み 

会場の様子 

方針図 

東海道まちなみまちづくり

ガイドライン

助成制度による 

セットバック部分の整備の例 

モデル改修事業助成イメージ 

モデル改修事業地区イメージ 
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Ⅳ）たちばな通り地区Ⅲ）ブレーメン通り地区 

第３章　市民発意の景観形成 

 １ まちづくりの経緯
　ブ レ ー メ ン 通 り で は、

1991（平成３）年度から

のドイツ・ブレーメン市の

ロイドパサージュとの交流

を通して培ったまちづくり

の 精 神 と 手 法 に 基 づ き、

様々な取組みを行ってきま

した。

　そうしたなかで、2005（平

成 17）年度に完成した商店街モールのリニューアル事業

を契機に、ブレーメン通りにふさわしい街並みのルール

づくりの検討に着手し、2007（平成 19）年度には、

まちづくりの基本理念や方向性をまとめた「ブレーメン

通りまちづくり憲章」を策定しました。

　憲章では、まちづくりの方向性として、ブレーメン通

りにふさわしい魅力的な景観を目指した、周辺との調和

に配慮した街並みづくりを掲げていることから、その実

現に向け、2008（平成 20）年度に都市景観形成地区

の指定を受け、同年度にブレーメン通り景観形成協議会

を設立し、川崎市と協議を重ねながら、通りに関する景

観形成方針・基準の検討を開始しました。

 ２ 景観形成方針 ・ 基準策定への取組み              
　景観形成方針・基準の検討

に つ い て は、2009（平 成

21）年度から、合計 5 回の検

討部会を開催しました。

　また、同年度に行われた商

店街のイベントでは、検討中

の案のパネルや模型の展示と

アンケートを実施し、商店街

を利用する方の意見も聞き、

検討の材料としました。その

他にも、地権者等への意見シー

トの配布や、説明会の開催等の情報提供活動を行ってき

ました。

　特に、商店街イベントでのパネルや模型の展示につい

ては、多くの買い物客の方に

アンケートを実施するととも

に、買い物客の方々に、より

具体的に街並みのイメージを

持ってもらうため、商店街の

店舗の了解を得た上で、実際

の建物をモデルとして、シミュ

レーションを行い、どのよう

な街並みが好ましいのかを確

認してもらいました。 

 　その結果として、「暖色系の色彩によるヨーロッパ的

な温かく落ち着いた雰囲気の街並み」がよいという意見

が多数を占めました。

　当初、街並みのデザインのコンセプトをどのようなも

のにするかについて、協議会の内部での話し合いがなか

なかまとまらない状況がありましたが、買い物客が、ヨー

ロッパ的な温かく落ちついた雰囲気にしてもらいたいと

期待していることがわかり、これをきっかけとして、目

指すべき街並みの方向性が固まりました。

　また、街並みのルール作りに期待する多くの買い物客

の意見が得られたため、協議会の活動に対して消極的な

テナントにも、ルールづくりに向けた協議会活動の必要

性について理解をしてもらうことができ、2010（平成

２２）年度に、景観形成方針・基準を策定しました。

 ３ 景観形成方針 ・ 基準の概要                   
　景観形成方針としては、以下の 3 つを掲げています。

・ブレーメン通りならではの個性ある街なみづくり

・だれもが「気持ちの良い」と思える街なみづくり

・未来に引き継ぐ美しい街なみづくり

　また、景観形成基準は、ブレーメン通りに接する敷地

内の建物や工作物等を対象としており、制限事項と推奨

事項の 2 種類の基準で示しています。

・共通事項

・外壁の色彩・素材・意匠等の基準について

・広告物の基準について

・その他の事項の基準について

 ４ 外壁の色彩 ・ 素材 ・ 意匠等の基準                 

　ブレーメン通りにおける基準の中で特徴的なのは、外

壁の色彩について、推奨範囲（低層部のみを対象）の中

から、通りを印象づける特徴的な色彩を「テーマカラー」

（低層部のみを対象）として設定し、特に使用を推奨し

ていることです。 なお、テーマカラーの使用にあたって

は、同色の建物が連続すると単調な街並みになるので、

隣接する建物については、異なるテーマカラーを選択す

ることを推奨しています。

 ５ ブレーメン通りならではの                     

     個性ある街並みづくりに向けて                    
　ブレーメン通り景観形成方針・基準は、ブレーメン通

りにふさわしい街並みのルールを目指し、ヨーロッパの

伝統的な街並みから良い所を学びつつ、ブレーメン地方

の街並みをそのまま模倣するのではなく、その特徴を現

在のブレーメン通りに適した形で取り入れることで、ブ

レーメン通りならではの個性ある街並みをつくるルール

としています。今後基準に沿った街並みが形成されてい

くことが期待されます。

 １ 都市景観形成地区指定に至る経緯               
  「たちばな通地区」は 1997

（平成 9）年度、川崎市都市

景観条例に基づく都市景観形

成地区第１号として指定され

ました。

　たちばな通りでは、当時、

電線の地中化事業やモール化

事業が計画されていましたが、その際、地元住民から、

建物のデザインや広告物等のルールづくりについて、市

に相談がありました。このため、市は、たちばな通地区

を都市景観形成地区に指定し、地元住民の検討組織を景

観形成協議会として認定しました。景観形成協議会は、

商店街組合員だけでなく、地区の土地建物所有者、居住

者等に広く呼びかけて設立されており、会議を開催する

度に「協議会たより」を作成、配布するなど、関係住民

の参画のもと、主体的な取り組みが行われました。川崎

市都市景観条例の特徴の一つとして、市民参加の視点を

重視した点が挙げられますが、たちばな通りは、景観形

成の方針と基準の策定過程に、市民が携わる制度として

の、最初の事例となりました。

 ２ 景観形成方針 ・ 基準                           
　「たちばな通景観形成協議会」と市との協議を経て、　

1998（平成 10）年度に「たちばな通景観形成方針・基準」

が告示されました。

　たちばな通地区は、商店街の商業コンセプトとして“Ｏ

Ｌに人気の楽しい通り”、“南欧風の美しい街並み”を掲

げていたため、それを踏まえて、基本目標に「美しく調

和のとれた街づくり」「にぎやかで楽しい雰囲気のある

街づくり」「立ち止まってくつろげるような場所のある

街づくり」の３つを掲げました。これらを基に建築物、

工作物、広告物、公共施設等についてのデザインキーワー

ドを、「一体感や連続感のある景観」「彫りの深い景観」「本

物志向、自然志向、熟成志向を感じさせる景観」としま

した。

　 

 ３ 街並みの形成
　景観形成基準の告示と同時

期に、モール整備、街路灯設

置等の商店街まちづくり事

業、電線等の地中化や、先行

して基準案に沿ったデザイン

調整を行っていた砂子 2 丁目

10 番地地区優良建築物等整

備事業などが相次いで完成し、

街のイメージが具体化すること

となりました。

商店街の現況

商店街イベントの様子

ブレーメン通りの駅前アーチ

【５パターンの街並みのシミュレーション】

テーマカラーによる配色の例

外壁に使用するテーマカラーの種類

モール整備や再開発事業が

完成した当時の様子

模型による比較検討の様子

新
宿 さぼてんさぼてん

パターン③　暖色系の色彩に調和のとれた寒色系の色彩を加えた街並みのイメージ

現況の街並み

新
宿 さぼてんさぼてん

新
宿 さぼてんさぼてん

パターン①　明るく淡い色彩による現代的な街並みのイメージ

パターン②　ヨーロッパの伝統的な暖色系の色彩による暖かみのある街並みのイメージ

 

新
宿 さぼてん

ルールのない無秩序な街並みのイメージ

新
宿 さぼてんさぼてん



Ⅱ）大山街道地区 

第３章　市民発意の景観形成 

 １ 大山街道におけるまちづくりの経緯

　大山街道は、江戸時代に江戸から大山阿夫利神社（神

奈川県伊勢原市）に参拝するために整備された街道で、

かつては宿場町として栄えた歴史があり、また、文化人

を多く輩出するなど、高津区におけるシンボルロード的

な存在となっています。

　街道沿いには

蔵 造 り の 建 物

や、「二 子 の 渡

し」と呼ばれる

多摩川の渡船場

の旧欄干等、昔

ながらの歴史を

伝える建造物が

いくつか残って

いますが、沿道

の建物の建替えにより、かつての街並みが失われつつあ

ります。

　また、道路幅員が狭く、歩道もない状況となっていた

ことから、沿道環境の向上を目指した地域住民による検

討が行われ、2003（平成 15）年度に大山街道活性化

推進協議会が発足しました。当該協議会は、「イベント

部会」「観光部会」「安全・景観部会」の 3 つの部会から

成り、そのうち「イベント部会」では、2003（平成

15）年度から現在まで、「大山街道フェスタ」を実施し、

「観光部会」では、毎年大山街道マップを作成するなど

の活動が行われています。また、「安全・景観部会」では、

建物のセットバックや街なみ景観のルールづくりの調査

等が行われました。

 ２ 都市景観形成地区の指定                        

　2004（平成 16）年頃には、溝口地区のあちこちで

建築の計画があることが明らかになったため、「安全・

景観部会」を母体とした地元の有志が、2004（平成

16）年度に「建築における勧め・建物の自己点検」の

パンフレットを配布し、「道路と建物の間に空地を設け

ているか」などの自己点検をすすめてきました。その後、

「大山街道の安全と景観を考える会」を溝口地区と二子

地区で開催するなど合意形成を進め、2004（平成 16）

年度に都市景観形成地区の指定を受けて、大山街道景観

形成協議会が認定されました。　

 ３ 景観形成方針 ・ 基準                           
　合意形成過程の中で、基準づくりを溝口地区と二子地

区に分けて進めることとなり、2005（平成 17）年度

に溝口地区で先行して、景観形成方針・基準（「安全及

び景観形成方針・基準」）を施行しました。

　「景観形成方針・基準」では、「安全に配慮したみち（安

全空間）の基準」、「建築物の色彩基準」、「あかりの基準」、

「広告物の基準」の 4 項目を定め、安全空間として、「大

山街道に接する敷地内の建築物の 1 階部分は、原則と

して道路境界線から 1.5m 以上の安全空間を確保し、そ

こには歩行者の支障となるものを設置しない」とし、色

彩基準として、「建築物の色彩は、暖かみと落ち着きの

あるものとし、基調色はマンセル値で定める」などの基

準を設けています。また、2009（平成 21）年度に二

子地区においても景観形成方針・基準が施行されました。

　安全空間における 1.5ｍのセットバックの基準は他に

例を見ない積極的な取組みで、この基準に基づいてセッ

トバックを行うことにより、街並みが徐々に変わりつつ

あります。

 ４ 高津大山街道マスタープラン                    
　2008（平成 20）年度に区役所が中心となり、市と

地元が協議して「高津大山街道マスタープラン」を作成

しました。高津大山街道マスタープランでは、大山街道

の将来像を「暮らして安心 訪ねて楽しい 大山街道」とし、

5 つの基本方針と様々なアクションプログラムを定めて

います。

 ５ 大山街道街なみ作法集             　　   

　大山街道らしい街並みづくりに向け、大山街道景観形

成協議会と市で検討を行い、2009（平成 21）年度に

大山街道街なみ作法集を作成しました。この作法集は、

都市景観条例に基づく、大山街道都市景観形成地区の「安

全及び景観形成方針・基準」を補い、より質の高い街な

みを形成するために、推奨するアイディアや工夫をまと

めたおすすめのデザイン集となっています。

　街なみ作法集では、かつての大山街道にあった街並み

をつくるための知恵（建物の間口を横方向に狭くし、高

さ方向には軒を設けて分節化することで、人のスケール

感に合った街並みを構成することや、街道に対して建物

の壁面位置を揃え、窓に格子をはめることによって街並

みを整える工夫を行うことなど）を現代の街並みづくり

へと応用することを目指して、これからの大山街道の街

並み形成の方向性を「宿場町から受け継ぐ、人のスケー

ル感に合った街なみの形成」、「人が行き交う、もてなし

と賑わいの空間が連続する街なみ形成」、「安全に歩ける

歩行空間の確保」、「街道に緑が連なる街なみ形成」など

としています。

　

　また、作法集では大山街道らしさを“現代的な魅力”

と歴史性からくる“和の心”の両面からつくるため、「現

代の街なみの魅力を高めるための基本の作法」と「和の

街なみを意識した応用の作法」の 2 つの視点から、「人

のスケール感に合った秩序ある街並みづくり」、「落ち着

いた色彩による街なみづくり」、「もてなしと賑わいの空

間づくり」等の 8 つの作法を定め、それぞれの作法の

イメージを示しています。また、新築に限らず、外壁の

塗り替え等の改修の際にも街なみ作法に配慮することで

大山街道らしい街並みをつくることを提案しています。

セットバックした建築物

大山街道において、街並み作法集の考え方に沿ってデザインされた建築物の

事例及び蔵造りの建物におけるシャッター修景の事例

街並みのイメージ（立面）

街並みのイメージ（パース）

瓦 の 鼠 色 木 の 焦 げ 茶 色 

色 彩 例 色 彩 例 

1 0 Y R 4 / 0 . 5 ～ 1 0 Y R 5 / 0 . 5 5 Y R 2 / 1 5 Y R 3 / 1 

白 漆 喰 の 白 石 の 灰 色 

色 彩 例 色 彩 例 

1 0 Y R 9 / 0 . 5 1 0 Y R 7 / 0 . 5 

土 壁 の 黄 土 色 

色 彩 例 

1 0 Y R 6 / 4 1 0 Y R 7 / 5 2 . 5 Y 7 / 4 

1 0 Y R 7 / 2 2 . 5 Y 8 / 1 . 5 2 . 5 Y 7 / 2 

  

強 調 色 ： 柱 や 格 子 、 窓 枠 な ど の 面 積 が 狭 
い 部 分 に は 強 調 色 を 用 い ま す 。 

基 調 色 ： 壁 な ど 面 に な っ て い る 部 分 に は 
基 調 色 を 用 い ま す 。 

 

効果的なテーマ色の使い方（伝統的な軸組工法を想起させる配色） 基調色として用いるテーマ色

強調色として用いるテーマ色



間づくりや、擁壁及び植栽帯の保全について、境界のデ

ザイン、みち・ひろばのデザインとしての基準を定めて

いるのが特徴です。具体的には、「麻生2号線は、10m

セットバック部分と歩道とが一体となった空間づくりを

行う」「連続した街なみを維持するため、既存擁壁の位

置及び形状の変更は原則として禁止する」「街区外周の

植栽帯を活かした建築計画とし、原則として植栽帯に手

を加えない」などが挙げられます。

　その他に、あかりのデザインとして、色温度の低い柔

らかな光を基調として、美しい夜間景観を創造するよう

な基準を定めています。

 ３ 現在の街並み      　　　　　　　　　　　        

　景観形成基準に基づく届出により調和のとれた街並み

が形成されています。また、特に、麻生2号線沿いの商

業・業務地区では、川崎市アートセンターの建設を契機

に、それぞれの事業者が自らそのデザインとの調和を図

るために、建築物のデザインや色彩をアートセンターと

調和した都会的で洗練された雰囲気に統一したため、地

区のメインストリートに相応しい上質な街並みが形成さ

れています。

 １ 万福寺区画整理事業　　　　

新百合ケ丘駅徒歩圏に広がる複合居住都市

　2005（平成 17）年度に都市景観形成地区に指定さ

れた新百合山手都市景観形成地区は、小田急新百合ヶ丘

駅北口に近接し、「万福寺土地区画整理事業」により整

備された地区です。当地区は、「人」「緑」「文化」をま

ちづくりのコンセプトとし、豊かな自然環境と川崎市の

新都心に相応しい機能が両立するまちづくりを目指して

きました。

　万福寺区画整理事業は、1994（平成 6）年度に区域

公告がされ、2001（平成 13）年度より道路、宅地な

どの基盤整備が進められ、戸建てやマンションなどの住

宅を中心として、商業・業務施設、公益施設、文化施設

（アートセンター）などを導入するとともに、計画地の

約１／４を公園や緑地として保全・整備しました。

地形と緑を活かしつつ、人に優しい基盤整備

　新百合山手地区は、南傾斜の緑豊かな丘陵地であり、

可能な限り従前の環境を保全しながら、整備を行ないま

した。

　メインストリートとして麻生 2 号線を整備するとと

もに、その他の幹線道路は、クランク型やループ方式を

採用し、歩道や植栽帯等を設け、安全で景観に配慮した

魅力ある道路空間を形成しています。また、地区内の生

活道路として幅員６ｍの区画道路や幅員４ｍの歩行者専

用道路（フットパス）を設けるなど、居住者が安心して

快適に歩けるまちづくりを行いました。

街のシンボル　麻生２号線

　地区の中央をはしる麻生２号線は、幅員 16m の断面

構成の道路となっており、地区幹線道路としての役割を

担いつつ、地域の魅力を向上させるために沿道の宅地に

対し１０ｍ幅のセットバックを設定しています。それに

より片側の歩行空間だけで約１３ｍの広がりを持った歩

行者空間が出現しました。また植樹や街灯についても、

公共道路側の街路樹とセットバック部分のそれぞれに２

列で植裁し、街灯はガス燈を使用するなど個性的な街並

みづくりを行ないました。

2005（平成17）年度に都市景観形成地区に指定され

ました。

　その後、2006（平成18）年度に新百合山手景観形

成協議会が設立され、同年度に景観形成方針・基準が策

定されました。

景観形成方針

　新百合山手地区はもともと緑が広がる空間として認識

されてきた丘陵地であり、そこでは脈々と地区の文化・

歴史が育まれてきました。また、周辺には川崎市の副都

心として洗練された新百合ヶ丘の街並みが広がっていま

す。よって、景観形成方針としては、「人」「緑」「文

化」のまちづくりのコンセプトが感じられ、自然の地形

を活かしつつヒューマンスケールであたたかみのある落

ち着きとモダンな雰囲気が感じられる景観形成・保全を

めざすこととしています。

景観形成基準

　景観形成基準は、「共通」

「 集合住宅」「戸建住宅」「商

業・業務施設」「幹線道路沿

道」「歩行者専用道路」の用

途、分類ごとに基準を示し

ています。

　建築物については、壁面

デザインの分節化や建物の高さを段階的に変化させるな

ど街並み全体としての連続性に配慮するとともに、街並

みと調和した落ち着いた色彩にするなどの基準を定めて

います。

　屋外広告物については、色数の制限や壁面広告物の量

について定めるなど細かく基準を定めています。

　サインについては、地区のイメージを発信する落ち着

きと知性の感じられるデザインとして統一感のあるもの

としています。

　また、新百合山手地区は、土地画整理事業で行った基

盤整備を担保するために、１０mセットバック部分の空

  

緑豊かな植栽帯歩行者専用道路（フットパス）

川崎市アートセンター

地区のメインストリート麻生２号線

上質で調和の取れた建築群

麻生２号線沿いのオープンカフェ

 

 ２ 都市景観形成地区の指定                 

都市景観形成地区指定に至る経緯

　「人」、「緑」、「文化」といったまちづくり理念にとも

なって創出された風景を維持・継承するために、万福

寺土地区画整理組合が中心となって市と協議した結果

屋上広告物は原則として設置しない。統一感を持たせた広告デザインとする。 

突出広告物 

低層部の 
吊下げ看板 

テント 

切文字式 
壁面広告物 

窓面広告物 

地上設置の集合サイン 

現況の地形を
活かした
構成に心がける。

官民境界
民　地 道路用地

現況地形地盤線

官民境界
民　地道路用地

眺望や通風を妨げない植栽は、外からも内からも心地よい。

Ⅰ）新百合山手地区 

第３章　市民発意の景観形成 



 １ 新川崎のまちづくりの経緯
　新川崎地区は、ＪＲ横須賀線新川崎駅に隣接する地区

で、旧国鉄の新鶴見操車場があった場所です。

　操車場が廃止された 1984（昭和 59）年度以降、跡

地の適切な土地利用誘導が図られ、1991（平成３）年

度には、新川崎地区都市拠点総合整備事業の整備計画を

策定し、操車場跡地を中心に土地区画整理事業による都

市計画道路の整備、ＪＲ横須賀線の新駅設置等の広域的

な都市拠点の形成を目標に計画が進められてきました。

　しかし、社会経

済状況の変化に伴

い、当初の計画の

抜本的な見直しが

必要となり、市は、

2002（平成 14）

年度に、新川崎地

区都市拠点整備土

地活用方策検討委

員会を設置し、委

員会の提言をもとに、民間活力等の導入に適した市街地

整備を都市計画的手法により誘導し、「創造」、「活力」、「ゆ

とり」、「安心」の融合した新たな拠点地区の形成を推進

するため、2004（平成 16）年度、再開発等促進区を

定める地区計画を定めました。

 ２ 都市景観形成地区の指定
　新川崎地区は、地区計画に基づき、市が道路、交通広

場等の主な公共施設を整備するかたわら、民間主導によ

る研究開発施設やマンション、商業施設の立地が誘導さ

れるという、多様な用途が複合した街であることから、

定量的な景観に係るルールが無い状況では、乱雑な街に

なってしまう懸念がありました。また、当時、市が所有

していた新川崎 A 地区については、研究開発機関や高度

な技術力を有する中小製造業を誘致するために、分譲・

貸付することが決まっていたことから、その前の段階で

景観のルールを導入することができれば、建築計画を立

案する際の前提条件にすることができ、景観施策上、大

きな効果が期待されるタイミングでもありました。

　そうしたことから、拠点地区としてふさわしい街並み

を誘導するため、2006（平成 18）年度に新川崎地区

を都市景観形成地区（32ha）として指定しました。

　本地区は、新たに作られる街なので、初期段階から良

好な景観形成を目指していこうという考え方は、民間事

業者にも比較的容易に受け入れられたため、地区指定後

の、2007（平成 19）年度に民間事業者による新川崎

景観形成協議会が設立されました。

景観形成方針 ・基準の特徴

　景観形成方針・基準の策定にあたっては、地区内の比

較的大きな部分を市有地が占めていたこともあり、ある

程度、市がリードするかたちで検討が進められました。

　まず、南北に細長く、事業主体が街区単位で分かれて

いるという地区特性を踏まえ、全ての街区を統一的な基

準とするのではなく、街区単位を基本とした上で、地区

全体を概観した時に、一定程度のまとまりが感じられる

景観形成を目指しました。

　また、本地区は、ものづくりや研究開発をテーマとし

た街という側面があることから、事業者と協議した結果、

「ものづくり・研究開発から想起される色彩＝明るいモ

ノトーン」とした案がまとまりましたので、比較的彩度

が抑え目な色彩基準を導入することとしました。

　加えて、本地区の中央の街区（Ｃ地区）を創造のもり

ゾーン（緑の中の研究開発施設、大規模な公園）と位置

付け、地区内の緑あふれるオアシスをイメージできる街

並みを目指し、局所的に緑に映える暖色が存在するとい

う考え方で整理するとともに、各街区を景観的にも線で

つなぐよう、道路の色彩も可能な限りモノトーン（グレー

系）に統一する基準とするなど、単なるネガティブチェッ

ク的な基準に止まらない、各ゾーンのテーマ性を具現化

できるようなルールづくりを念頭に調整を重ね、2007

（平成 19）年度に景観形成方針・基準を策定しました。

指定区域のゾーン

　新川崎都市景観形成地区では、区域を5つのゾーンに

分け、ゾーン別に景観形成基準を設けています。

A地区：ものづくりゾーン

　　市民が先端科学技術によるものづくりを身近に感じ

　られるような親しみある景観づくりをめざす。

B地区：センターゾーン

　　地区のランドマーク性を高めるとともに、交通広場

　等、人々の集まる空間における賑わいを演出した「新

　しいまち」を象徴する景観づくりをめざす。

C地区：創造のもりゾーン

　　周辺の加瀬山や地区内の緑の連続性に配慮しながら、

　「もり」を基調とした潤いと暖かみのある景観づくり

　をめざす。

D地区：ハイテクゾーン

　　産業創出育成の核としての大規模な研究開発施設に

　よる先進性と、「工都　かわさき」の新たな可能性を

　感じさせる環境調和型の景観づくりをめざす。

E地区：複合機能ゾーン

　　次世代型都市景観づくりをめざす。

基本目標 ・景観形成方針

　景観に係るルールとしては、４つの「都市景観の形成

に関する基本目標」を定め、その下に「景観形成方針」

をそれぞれ定めています。

「地域特性を活かした景観づくり」

・地域の景観資源である加瀬山を活かした景観をつくる

・地区に沿った鉄道からの視点に配慮した景観をつくる

「コミュニティを育む景観づくり」

・地区周辺住民等も利用できるオープンスペースや、 

　店舗等を含めた生活利便施設を活かした、賑わいと

　親しみの持てる景観をつくる

「ゆとりと潤いのある街路景観づくり」

・創造のもりを中心とした、連続性のある緑のネット

　ワークと、まとまりのある緑の拠点をつくり、潤い

　と彩りに溢れた景観をつくる

・快適で一体感のあるヒューマンスケールによる街路

　景観をつくる

「まちの顔をつくる景観づくり」

・交通広場を中心とした地区としてのランドマーク性

　をもつ、まとまりある建物景観をつくる

・研究開発や先端科学技術によるものづくり施設がも

　たらす、次世代型都市としての先進性が感じられる

　景観をつくる。

緑と憩いの軸と拠点づくり

　地区の西側には、地域の貴重な緑の景観資源である加

瀬山があり、また、従前より、創造のもりゾーン（C地

区）においては、周辺住民による緑に関する活動が行わ

れているなど、緑を活かした景観形成が求められていま

した。

　そのため、各ゾーンでそれぞれ設けられている基準の

ほかに、新川崎駅等のターミナル機能とをつなぐ「緑と

憩いの軸」と、この軸と周辺市街地との繋がりをもたせ

る「緑と憩いの拠点」を位置づけています。

　「緑と憩いの軸・拠点」では、ヒューマンスケールに

よる緑豊かな空間づくりを行うことによって、潤いと彩

りに溢れた景観をつくることを目指しています。

 ３ 現在の街並み　　　　　　　　　　　　

　ものづくりゾーン（A地区）や創造のもりゾーン（C

地区）、複合機能ゾーン（E地区）においては、現在も

いくつかの建築計画が進行中ですが、センターゾーン

（B地区）を始め、景観形成方針・基準に則した建築物

が建ち並んでいる地区については、それぞれの個性を発

揮しながらも全体としての統一性をもった街並みが形成

されています。 

地区のゾーニング

潤いと暖かみのある景観

歩道との連続性に配慮した空間演出

緑と憩いの軸と拠点

洗練されたデザインの研究施設

「裏」を感じさせないデザイン

Ａ地区
Ｂ地区

Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区
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 １ 武蔵小杉駅周辺のまちづくりの経緯　　　　　

　武蔵小杉駅周辺地区は、川崎市新総合計画「川崎再生

フロンティアプラン」において川崎駅周辺地区等ととも

に広域拠点として位置づけられています。「川崎の新し

い顔づくり」を目指し、これまで主に、南部地区（6.9ha）、

中丸子地区（9.0ha）、東部地区（21.1ha）の３つの地

区計画区域を中心に、商業・業務施設、都市型住宅、研

究開発施設、市民利用施設などの機能が集積した、利便

性の高いコンパクトなまちづくりが推進されてきました。

　こうした従来から先導的に再開発が進められてきた南

側地区に加えて、新たに都市型住宅に高度医療施設、教

育施設を含めた北側地区の開発計画が浮上し、また、南

側地区においても、さらに大規模な再開発計画等が明ら

かになる中で、JR 南武線武蔵小杉駅を中心とした地域

を対象に、学識経験者や地域代表者などによる「小杉駅

周辺地区将来構想検討委員会」を設け、この中で対象地

区全体のまちづくりの基本コンセプトや方針、さらには

都市構造のあり方などが検討されました。それを受けて

2007（平成 19）年度に「小杉駅周辺地区将来構想」

を策定し、2008（平成 20）年度には、都市計画法に

基づく都市計画マスタープランとして「小杉駅周辺まち

づくり推進地域構想」を策定しました。

　また、2005（平成 17）年度に JR 東日本と市で交

わした基本合意に基づいて整備を進めてきた JR 横須賀

線新駅が、2009（平成 21）年度に開設されるなど、

広域的な土地利用誘導・整備が図られ、地区の魅力がさ

らに高まっています。

 ２ 都市景観形成地区　　　　　　　　　　　　　　　　　
武蔵小杉駅周辺地区では、民間事業者による再開発事業

が個別に先行して動いており、その規模が大きくなって

きていたため、まち全体としての良好な景観づくりの必

要性が高まり、2005（平成 17）年度に都市景観形成

地区を指定し、同年度に武蔵小杉周辺景観形成協議会が

設立されました。

　景観形成基準の策定にあたっては、武蔵小杉駅周辺を

まとまりある空間として捉え、市として全体のデザイン

コンセプトと、導き出される景観形成基準を、各事業者

に提示・協議するとともに、協議会の場で話し合いなが

ら検討を進め、街区ごとの事業進捗に合わせ、順次景観

形成基準を策定しました。

　2006（平成18）年度にいち早く事業が進捗する中

丸子地区及びNEC地区について景観形成基準を策定、

2007（平成19）年度には武蔵小杉駅南口地区、グラン

ド地区、新駅地区についての景観形成基準を策定しました。

 ３ 景観形成基準と街並みの形成

　景観形成基準を作成するにあたり、景観形成上重要な

エリアである武蔵小杉駅南口地区と新駅地区を「交流の

核」とし、それぞれの「交流の核」をつなぐように、「く

らしの軸」、「ものづくりの軸」の２つの軸を設定するこ

とで、それぞれまちの目指す景観形成の方向性をイメー

ジできるようなキーワードを設定しました。

【景観形成のキーワード】

○交流の核

　新駅地区：「一体感と都会性・賑わい」

　武蔵小杉駅南口地区：「一体感と象徴性・賑わい」

○くらしの軸：「暖かい街並み」

○ものづくりの軸：「端正な街並み」

　これらのキーワード等に基づき、軸沿いの民有地等に

おける建築物や広告物、公開空地等のデザインについて

2006（平成18）年度から順次景観形成基準を定め、

街並みをコントロールしています。それにより中丸子地

区が200９（平成20）年度に竣工、グランド地区が

2010（平成21）年度に竣工する中で、景観形成基準

を踏まえた良好な街並みが形成されてきています。

　

 

 ４ 新たな景観構造の検討

　武蔵小杉駅周辺のまちづくりは、南側の大規模な土地

利用転換による拠点形成が進みつつあるなか、北側でも

土地利用の更新の動きがあることから、これまでの小杉

駅景観形成の骨格をなす２つ軸と３つの交流核に加え、

「商業・にぎわいの軸」、「シビック軸」、「医療と文教の軸」

を加え、５つの軸と３つの交流核で構成される駅周辺全

体の景観構造とすることを検討しています。

駅周辺全体の景観構造 

武蔵小杉周辺地区区域図 

軸沿いのコンセプトに基づく街並みの形成

【景観形成基準における景観コンセプトの例】

グランドデザイン

建築デザイン

建築デザイン

《暖かな街並み》

ナチュラル感

やさしさ

落ち着き

キーワード

グランドデザイン

建築デザイン

《端正な街並み》

デジタル感

新しさ

軽快感

キーワード

照明舗装 植栽

照明舗装 植栽

くらしの軸 

ものづくりの軸

●モノトーンの落ち着い
　たデザイン

●幾何学的な森のデザイ
　ン

●新しさと軽快さを感じ
　させるデザイン

●暖かみのあるアースカ
　ラーを基調としたナチ
　ュラルなデザイン

●自然な森のデザイン ●落ち着きとやさしさが
　感じられるデザイン

【空間構成】
●緑豊かな都市的居住空間の整備とその足元のヒューマンスケー
　ルな空間の形成
●南口駅前と新南口2つの交流の核をつなぐうるおいとゆとりのあ
　る歩行者軸の創出
●周辺街区と連結する通り抜け通路やオープンスペースの確保

【空間構成】 

●機能的かつ象徴的に配置されたものづくり産業拠点の形成

●新南口と向河原周辺2つの交流核を結ぶ都市的な歩行者軸の創出

●研究者や市民の憩いの場となる広場空間の創出

ものづくりの軸の景観コンセプト 

くらしの軸の景観コンセプト 

●高層部と低層部を切り分けた
　デザイン
●清潔感のある端正なデザイン

●高層部と低層部を切り分けた
　デザイン
●風格と暖かみが感じられる
　デザイン

JR
横
須
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線
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新駅南地区新駅南地区新駅南地区

新駅北地区新駅北地区新駅北地区

研究開発・ものづくり地区研究開発・ものづくり地区研究開発・ものづくり地区

等々力緑地等々力緑地等々力緑地

大規模商業地区大規模商業地区大規模商業地区

都市型複合地区都市型複合地区都市型複合地区

く
ら

し
の

軸 

既存行政商業地区既存行政商業地区既存行政商業地区

北口駅前地区北口駅前地区北口駅前地区

医療・文教
地区
医療・文教
地区
医療・文教
地区

南口駅前地区南口駅前地区南口駅前地区

既存商店街地区既存商店街地区既存商店街地区

武蔵小杉周辺都市景観形成地区 

（平成 17 年 7月 1 日告示） 

景観形成基準を定めた区域 

（平成 18 年 8月 1 日告示） 

景観形成地区を拡大した区域 

（平成 19 年 10 月 1日告示） 

景観形成基準を定めた区域 

（平成 20 年 3 月 25 日告示） 

景観形成基準を定めた区域 

（平成 21 年 3 月 31 日告示） 

■平面的な捉え方 
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　新百合丘地区では都市

景観形成地区に指定され

る以前から、地権者や事

業者、地域住民が積極的

にまちづくりに関わって

います。

　1998（平成10）年度

に、都市景観形成地区に

指定され、2008（平成

20）年度にはセンターエ

リア等が景観計画特定地

区に移行しました。

 １ 新百合丘におけるまちづくりのはじまり       

　新百合ヶ丘駅周辺では、1968（昭和43）年度に小

田急多摩線とその沿線開発の計画が発表され、その後、

地元農家が中心となって、農地の保全と住宅地開発の両

立を目指して1969（昭和44）年度に「農住都市構

想」を発表しました。さらに、「地域住民が自主的結集

によって、時代の要請に適した新しい地域社会を建設す

ること」を目標に掲げ、1974（昭和49）年度に「百

合丘南部地区総合開発協議会」が結成され、地権者、小

田急電鉄と市を構成委員とし、市民・行政・企業による

パートナーシップ型のまちづくりが始まりました。

　また、1976（昭和51）年度には、特定土地区画整

理事業の都市計画決定、1977（昭和52）年度には、

土地区画整理組合の設立認可が行われ、区画整理事業が

着工しました。

 ２ 上物建設マスタープラン                   

　土地区画整理組合と市は、無秩序な上物建設や土地の

細分化によるミニ開発などによって都市環境を乱すこと

のないよう、全体的視点からの上物設計の指針を検討

し、1980（昭和55）年度に「上物建設マスタープラ

ン」を策定しました。

　このマスタープランは、地権者の理解と周辺住民・商

業者の協力及び市の許認可等に伴う計画的指導によっ

て、実効性を持たせようという点に特徴があります。

　さらに、1982（昭和57）年度には、地権者、市の

ほか周辺住民・商業者の代表を新たに加えて、これから

の街づくりを推進するための広域的な調整・協議の場と

して、「新百合丘駅周辺広域的街づくり推進協議会」が

発足し、1984（昭和59）年度には当該協議会におい

て、デザイン面に関する街並み形成の基準等を補強した

「第二次上物建設マスタープラン」と「商業・業務マス

タープラン」が承認されるとともに、これに沿った計画

的な街づくりを実現するために、「新百合丘駅周辺地区

の建築行為等に関する指導要綱」がスタートしました。

　また、市は「かわさき2001プラン」（1983（昭和

58）年度）において、新百合ケ丘を「新都心」として

位置づけ、国際的な科学・文化都市にふさわしい地域形

成を目指して、まちづくりを推進しました。

　

 ３ 都市景観形成地区の指定                     

　新百合丘駅周辺地区（約 53ha）は、1998( 平成

10）年度に都市景観形成地区に指定されました。そして、

同年度に景観形成協議会が設立され、1999（平成 11）

年度に景観形成方針・基準が策定されました。

景観形成基準と街並みの形成

　景観形成方針・基準の多くは、新都心にふさわしいま

ちづくりを目指したマスタープランの考え方が受け継が

れています。また、新たに、建築物や工作物の形態、意

匠、素材、色彩等について相互に調整することが必要だ

と考えられたため、建物の外壁面の位置、階高、出入り

口の位置等はできる限りきめ細かく関連させ、ヒューマ

ンスケールの一体的な空間利用を促進することに重点を

おいた基準としました。

　色彩の基準については、駅前エリア、商業・業務エリ

ア、住宅エリアを差別化して考え、新百合ヶ丘の土の色

をイメージした明度の高いＹ系を基調とした基準を定め

ています。

　広告物の基準については、独自性と品のある質の高い

広告物をめざし、壁面広告物の定量的な基準や突出看板

の禁止などを定めています。

　また、緑については、地区全体として40％以上の緑

を確保する目標にするとともに、あかりについても色温

度の低い暖かな照明とするなど、統一感のある洗練され

た街並みが形成されています。

　

 ４ 近年の動向　　　　　　　　　　　　　　           

景観計画特定地区への移行

　景観法に基づく川崎市景観計画が策定されたことによ

り、2008（平成20）年度に、新百合ケ丘駅周辺の駅

前センターエリア（A）と商業・住環境エリア（B）に

ついて、都市景観形成地区からより強い法的拘束力を

持った景観計画特定地区への移行が行われました。

活発な市民活動

　新百合丘地区は住民と行政によるパートナーシップに

よりつくり上げられたまちであり、建物等のハード面は

ほぼ完成していますが、景観形成の方針や基準の策定を

行った都市景観形成協議会は、現在も市民参加の組織と

して、定期的な落書き消しや新百合ヶ丘駅周辺を拠点と

する各種の芸術・文化イベントを共催するなど、積極的

な活動を行っています。

完成当時の新百合ヶ丘駅南口駅前広場 現在の新百合ヶ丘駅前 夜間景観に配慮した駅前広場と建築群

＜建築物の色彩基準＞

落書き消し活動 イルミネーションイベント 

デザインの基準に基づいて形成された洗練された街並み 

色相の範囲 明度・彩度の範囲 カラーパレットの例
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リズミカルな壁面構成

回廊状のエントランス 屋内を開放的に演出
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建築壁面広告物の基準概略
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（A地区例）

a 1 a 2 a 3 b 1 b 2

２階以下緩和の場合

歩行者レベル
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舗装デザイン等の調整用図面

川崎駅西口空撮

　こうした取組みによって形成された街並みを担保する

ため、1999（平成11）年度に西口大宮町地区を都市

景観形成地区に指定し、さらに2007（平成19）年度

には当該地区を景観計画特定地区に移行しました。 

　また、街並みがある程度揃ってくると周りがそれに追

随し、都市景観形成地区外の建物も地区内のデザイン基

準に合わせて建てられるようになるなど、地区外の事業

者が、高質な景観の街区の一部と見なされることを見込

んで、デザインを調和させてくれるという相乗効果が生

まれてきました。　

　統一感のある街並みが形成される中で、2003（平成

15）年度にミューザ川崎が完成し、また、2009（平

成21）年度には、駅前広場の再整備にあたって、解体

保存されていた煉瓦倉庫の材料を使用したオブジェを置

くなど、さらにまちを個性化しています。

 ３ 川崎駅西口堀川町地区　　　　　　　　　　　

　川崎駅西口周辺では、大宮町地区に続き、堀川町地区

の土地利用の再編が行われ、2006（平成18）年度に

ラゾーナ川崎がオープンし、川崎駅周辺地区の集客力が

飛躍的に高まっています。

 ４ 現在進行中の取り組み                    
川崎駅周辺総合整備計画と

東口駅前広場再編整備計画

　2006（平成18）年度に、学識経験者、市民、事業

者、関係行政機関などの協議を経て策定された「川崎駅

周辺総合整備計画」に基づき、現在、東口駅前広場の再

編整備計画や（仮称）川崎駅北口自由通路計画などのプ

ロジェクトを進めています。

　とくに、2010（平成22）年度完成予定の東口駅前

広場再編整備計画では、川崎の玄関口にふさわしい記憶

に残るシンボリックな空間、利便性・快適性の高い公共

交通施設、歩行者が憩える広場を方策として掲げ、

1980年代の「川崎市都心アーバンデザイン基本計画」

の方針を踏まえた上で、明るく開放的で、シンボリック

な空間の創出に向けた取り組みを行っています。

川崎駅周辺景観計画特定地区の指定

　川崎駅周辺については、これまでに「川崎市都心アー

バンデザイン基本計画」や事業者との協議等により、良

好な景観が形成されてきていますが、西口大宮町地区を

除く地区には法令等に基づく位置付けがない状況です。

　そこで、現在の良好な景観を維持、担保していくため

に、景観法に基づく景観計画特定地区への2011（平成

23）年度中の指定に向け、関係する地権者との協議を

行っています。

ミューザ川崎

地区のランドマークを構成するファサード

基壇部のデザイン

レンガ倉庫をモチー

フとした共通の素材

で統一

基壇部を階段状によ

りセットバック、緑

化により、圧迫感を

軽減し、丘の様な空

間を創出

旧国鉄煉瓦倉庫をテーマにしたオブジェ

街区ごとの色彩の調整用図面

「都市のランドマー
クとしての大壁面」

建物を取り囲む大壁面に

強い色彩を使うことによ

り、西口の賑わい拠点と

してのシンボル性を表現

「都市軸の延伸と円形広場」

東西自由通路の軸線を敷地内に引

き込み、周辺市街地と接続するこ

とにより、都市軸を延伸するなど

都市空間の重要な構成要素として

の建築計画を実施

?KŽèŒö‰€

?KŽèˆê’š–Ú

Žxü

川
崎
駅
西
口
線

東口駅前地区

西口駅前北地区

西口駅前中央地区

現在進行中のプロジェクト

都市再生緊急整備地域　指
２号再開発促進地区　都市

地区計画等により整備が行わ
市街地再開発等事業により整

民間事業により整備が行われ

自由通路（計画、構想）

自由通路（整備済み）

人と自然とテクノロジーが

融合する広場

○人の賑わい、交流を生むデザイン

○自然が感じられるデザイン

○技術開発拠点としての川崎をイメ

　ージさせるデザイン

　東口駅前広場再編整備

　・バス島の集約、

　・平面横断

　・ＥＶ、エスカレータ

　・地下街入口の大屋根

　・東西連絡歩道橋整備

　・北口自由通路との連携

　・環境技術導入

川崎駅周辺景観計画特定地区　区域案

川崎駅周辺の都市構造

川崎駅東口駅前広場再編イメージパース

【川崎駅東口駅前広場のデザイン指針】

敷地境界線壁面線 歩車道境界線

建
築
物

敷地内空地敷地内空地 歩　道歩　道敷地内空地 歩　道
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 １ 川崎市都心アーバンデザイン事業
川崎市における都市デザイン施策のはじまり

　川崎駅はJR、私

鉄を合わせて乗降

客数50万人弱の交

通ターミナルであ

り、また、東京、

横浜へのアクセス

の良さや商業、業

務等の都市機能の

集積などから、川

崎 市 新 総 合 計 画

「川崎再生フロン

ティアプラン」において、川崎駅周辺を広域拠点と位置

付けています。

　川崎駅周辺における都市デザインへの取り組みは、

1980年代初頭に策定された「川崎市都心アーバンデザ

イン基本計画」からスタートしました。

川崎市都心アーバンデザイン基本計画

　1980（昭和 55）年頃の川

崎駅東口周辺は、歴史・観光

的資源が少ないため広域的な

集客力がなく、公害などのマ

イナスの都市イメージが定着

していました。また、駅周辺

の建物や駅前広場も老朽化し

ていました。

　そこで、東口駅前広場及び

地下街、東西自由通路などの

公共事業と、大日電線跡地などにおける大規模な民間再

開発事業に合わせて、川崎市都心アーバンデザイン事業

を実施し、川崎市の都市イメージを一新することに取り

組みました。

　また、様々な公共事業及び民間再開発事業を個別に行

うのではなく、都市デザインの視点から相互に関連性を

持たせ、都市のアイデンティティーを形成するために、

行政と学識経験者による「川崎市都心アーバンデザイン

委員会」を組織し、1981（昭和 56）年度に「川崎市

都心アーバンデザイン基本計画」を策定しました。

デザイン ・ モチーフの明確化と波及効果

　「川崎市都心アーバンデザイン基本計画」では、それ

までの工場、公害、ギャンブル等による雑然とした男性

のまちというイメージを一新するため、「明るさ、優し

さ、清潔さ」を新しいコンセプトとし、女性や若者にも

受け入れられるまちづくりを目指しました。まず、駅前

広場の歩行者動線をデッキ式ではなく地下式とすること

によって、開放的な都市空間としました。また、駅前広

場に面する建物の壁面を京浜急行の高架も含めて白を基

調とするとともに、駅前広場に対して正面性を持たせた

直線的なデザインで統一しました。そして、駅前広場や

歩道等の公共空間については、白タイルやステンレス等

の明るさや清潔感を感じさせる素材を使用するととも

に、大量の高木を植樹しました。

　シンボルとなる素材やデザイン・モチーフが明らかに

なると、周辺地域の公共事業についても自然に白系のも

のが使われ、さらに、民間事業者にも波及してデザイン

が広がっていき、短期間のうちに、川崎駅東口の都市イ

メージを一新するような景観が形成されました。

テクノピア

　明治製糖及び明治製菓

の跡地で大規模な再開発

計画が進んでいたため、

市は民間活力を活用し

て、都市基盤整備と合わ

せて都市的な土地利用を

誘導し、戦略的にまちづ

くりを進めました。これ

らの事業においても、

「川崎市都心アーバンデ

ザイン基本計画」のコン

セプトを踏襲したデザイ

ンを取り入れました。

 ２ 川崎駅西口大宮町地区における取り組み　
再開発の経緯

　1990年代頃の川崎駅西口駅前広場周辺は、道路等の

都市基盤の多くが未整備で、密集した木造飲食店街や老

朽化した住宅団地などがあり、駅前にふさわしい土地利

用が行われていませんでした。

　そこで、駅前の拠点地区にふさわしいまちづくりを目

指し、1990（平成2）年度に川崎駅西口地区都市居住

更新事業整備計画を策定し、1999（平成11）年度、

西口大宮町地区8.2haにおいて再開発地区計画の都市計

画決定を行い、道路等の都市基盤の位置および規模を確

定させた上で、街区ごとの再開発に合わせて段階的にま

ちづくりを進めていくことにしました。

川崎駅西口大宮町地区街並み整備イメージ

事業の進め方

　西口大宮町地区では、当時、事業を予定していた6者

の事業者の間で、各街区の開発負担の割合や整備内容、

事業主体等を定めた「６者協定」を締結して事業を進め

ました。

　一般的には、異なる事業者を含む複数の街区で、土地

交換や都市基盤の整備を行いながら、一体的に事業を進

めようとする場合は、地域全体で、区画整理事業等の網

をかける必要があり、そのためには、様々な手続きと権

利調整に相当の年月を要します。これに対し、西口大宮

町地区は、再開発地区計画とまちづくり協定を組み合わ

せることにより、異なる事業者が異なる時期に、比較的

自由に事業を行いながら、地域全体で、整合性のとれた

まちづくりを行おうとしており、他の地区と比較して

も、特徴的な事例となっています。

都市デザインの考え方

　地域のまちづくりを魅力的なものに誘導し、目に見え

る形で都市アイデンティティーを確立するために、各街

区の設計者で構成する「デザイン調整会議」を立ち上

げ、行政が積極的に事業調整の場に入り込み、統一的な

街並みのルールを呼びかけ、民間活力を活用しながら、

街並みを誘導していくこととしました。

【キーワードによる意思統一】

　川崎駅東口と対比した西口の空間的な特性を整理し、

西口にふさわしい個性が感じられるようなキーワードを

設定しました。東口では、過去のイメージを払拭するた

めに「明るさ」、「優しさ」、「清潔さ」というキーワード

を設定しましたが、西口では、歴史や過去の記憶の継承

を意識しつつ、文化、業務、都市型住宅等の複合市街地

を整備する計画に合うよう、「落ちつきと知性」、「風格

と象徴性」、「暖かさと深み」を感じさせる「重厚感のあ

る街なみ」というキーワードを設定し、事業者間の意思

統一を図りました。

【街区全体のイメージ】

　西口は、線路に対して道路が45度ふれていることに

より、各街区が駅側から見ると、奥行きのある空間を感

じさせる空間的特徴があります。また、すべての街区が

人工地盤で２階レベルが歩行者道となる計画であるた

め、立体的で起伏のある空間を活かした、陰影やひだを

感じさせる、変化に富んだ空間構成と丘のような地形を

感じさせる街並みを目指しました。

【建築物のデザイン】

　壁面を基壇部、中層部、高層部の３つに分節化し、表

情を変化させることによって圧迫感を軽減させる配慮が

なされています。また、グリッドによる重厚感のある外

壁の形状を持たせることで、まちのコンセプトである

「落ち着き、風格、深み」などを感じさせるデザインと

しての効果を意識させています。

積極的なデザインコントロールと街の個性化

　都市景観条例による届出制度は、一般的には最低限の

基準を定め、それに反する物件のみを規制するネガティ

ブチェックに偏りがちです。これに対して西口大宮町地

区の場合、街を個性化するためのデザインコードを明確

にし、事業の初動期から事業者と調整しながら、積極的

なデザインコントロールを行ったため、質の高い景観を

創出することができました。

◎景観形成要素の分類

東口駅前広場の様子

19801980年代当時の川崎駅周辺

ソリッドスクエア

東口駅前商業施設賑わいを見せる地下街アゼリア
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都市景観形成地区等街なみ誘導助成制度

都市景観形成協力者表彰

色彩デザイン提案

公共施設のデザイン誘導

ガイドラインによる良好なデザインの誘導

魅力ある川崎らしい景観の実現

都市拠点の顔づくり

市民発意の景観形成

■■11

■■22

★★11

★★22

★★33★★55

★★44
★★88

★★

77

◎◎11

◎◎22

■■44
■■3366

★★

都市景観形成地区等指定状況

市全域で共通の色彩基準により、街なみから著しく突出した建築物等の進出を防ぎ、都市景

観を保全・誘導する。

広域拠点において、景観法の景観計画特定地区を定め、都市景観を保全・誘導する。

再開発、区画整理等の事業を行なう地区において、再開発等促進区などの事業誘導型の地区

計画制度を活用する場合に、併せて形態意匠の制限を定めて、都市景観を誘導する。

市民が発意して、街なみのルールづくりを行なおうとする商店街や住宅地などを都市景観

条例の都市景観形成地区に指定し、地区住民等による景観形成協議会と協議しながら、地

域特性を活かした都市景観を誘導する。　　　　　　

旧街道の沿道などにおいて、市民の発意に応じて都市景観条例の都市景観形成地区に指定

し、地区住民等による景観形成協議会と協議しながら、歴史を活かした沿道の都市景観を

誘導する。

【一般型都市景観形成地区】

【歴史型都市景観形成地区】

歴史型都市景観形成地区等において、沿道に面した空地の整備、旧街道の沿道等における歴史的な

雰囲気に調和した建築物の修景、既存構造物の撤去等にかかる費用の一部助成などを行う。

都市景観施策に係る届出対象物件や、都市景観の創出・保全に係る活動を行う市民団体等のうち、

市の都市景観施策に協力したものを表彰する制度

現在、公共施設のデザインについては、関係局等からの個別の協議を通じて調整しているところであ

るが、今後は、市内の公共施設のデザインについて共通の考え方をルール化する方法を検討中。

「臨海部色彩ガイドライン」、「多摩川景観形成ガイドライン」により、臨海部及び多摩川沿いの

街なみを誘導する。

建築物や工作物について、デザイナーから色彩デザインについて提案を行うことで、良好な都市景

観を誘導する。

景観法に基づく施策

都市景観条例に基づく施策

景観計画区域（市全域）における行為の制限
・市全域に行為の制限として、色彩基準を規定

・一定規模以上の建築等を行う場合は届出が必要

・基準に適合しない場合には、変更命令や罰則が可能

・良好な景観形成を先導する都市拠点等を景観計画特定地
　区として指定し、全市域に適用される行為の制限よりも
　詳細な基準を設定
・規模の大小を問わず建築行為や、広告物の掲示等につい
　て届出が必要
・基準に適合しない場合には、変更命令や罰則が可能

※都市拠点のうち、広域拠点（川崎駅周辺、武蔵小杉駅周
　辺、新百合丘駅周辺）については早期の指定を目指す。

《指定済地区（2011.2時点）》
川崎駅西口大宮町地区、新百合丘駅周辺地区（武蔵小杉駅周
辺は都市景観形成地区に指定済み）

景観計画特定地区

地区計画区域における形態意匠制限

・地区計画の中に形態意匠の制限を定め、条例化した場合
　は、建築等を行う際に市の認定が必要
・基準に適合しない場合には、変更命令や罰則が可能

《形態意匠条例適用区域（2011.2時点）》
　港町地区、黒川実習農場地区、戸手４丁目中央地区、
　殿町3丁目地区

市景観条例 施策

・地区住民の主体的な取組により都市景観の形成の推進が期
　待できる地区を、都市景観形成地区として指定し、地区住
　民等による景観形成協議会と市の協議を経て、景観形成方
　針・基準を策定
・規模の大小を問わず建築行為や、広告物の掲示等について
　届出が必要
・基準に適合しない場合は勧告が可能

《指定地区（2011.2時点）》
大山街道地区、新百合山手地区、ブレーメン通り地区、たち
ばな通地区、武蔵小杉周辺地区、新川崎地区、中原街道地区
＊下線の地区は、景観計画特定地区に移行予定

景観計画に基づく施策 市

観

市民発意

再

計

市

条

域

旧

し

誘

【一

【歴

広

再

　　

≪法令に基づく施策実施手法≫ ≪施策の展開方針≫

≪ガイドライン・支援・助成等≫

都市景観形成地区
★1 たちばな通地区

★2 新百合丘駅周辺地区

★3 大山街道地区

★4 武蔵小杉周辺地区

★5 新百合山手地区

★6 新川崎地区

★7 ブレーメン通り地区

★8 中原街道地区

景観計画特定地区
◎1 川崎駅西口大宮町地区

◎2 新百合丘駅周辺地区

地区計画形態意匠条例指定地区
■1 港町地区

■2 黒川実習農場地区

■3 戸手 4丁目中央地区

■4 殿町 3丁目地区

臨海部色彩ガイドライン

多摩川景観形成ガイドライン

第１章　川崎市の景観形成推進施策

Ⅱ）都市景観形成推進施策の展開
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（年号：年度単位）川崎市の出来事 ■川崎町と大師町と御幸村が合併して市制が施行

「公害防止条例」の制定

100万人都市を想定した計画（「川崎市総合計画書」）を発表

全国で初の開発指導要綱となる「団地造成事業施行基準」を制定

「公害防止条例」の全面改正、「工業再配置促進法 」の制定 高津区から宮前区、多摩区から麻生区を分区し、7区制 市のシンボルマーク決定

環境基本条例制定

札幌市・仙台市とともに政令指定都市に昇格(人口98万人、川崎・幸・中原・高津・多摩の5区) 人口130万人突破

人口が100万人突破、「市民の手による人間都市のまちづくり」を目標とした「新総合計画」を発表

新■ 百合ヶ丘駅開業

横■ 須賀線新川崎駅開設

■「地区計画の区域内における建築物等
　の形態意匠の制限に関する条例」制定

■街なみ誘導助成制度創設

推進組織 ■企画調整局にアーバンデザイン担当設置 ■街なみデザイン課設置

■公共スペース景観形成ガイドライン策定

■景観・まちづくり支援課に改組

■建築局にアーバンデザイン業務を移管 ■川崎市都市景観検討委員会

■川崎市都心アーバンデザイン委員会設置 ■川崎市都市景観審議会設置

推進システム ■川崎市都市景観条例策定 ■景観法に基づく景観計画策定

■川崎市都市景観形成基本計画策定 ■都市景観条例改正、景観計画に基づく届出制度に変更

川崎駅周辺
■川崎市都心アーバンデザイン基本計画策定

東口周辺地区
■川崎駅周辺都市整備基本構想策定

■アーバンデザイン地区屋外広告物
指導基準策定

■川崎駅ビル
第１期改装 ■川崎駅ビル第２期改装

■武蔵小杉駅前グランド地区完成

■横須賀線武蔵小杉駅開業

■

■ ■ ■景観形成基準策定

新丸子東地区完成■NEC玉川ルネッサンスシティ完成

■景観形成方針策定

■富士見公園再整備完成 ■地下街アゼリア・東 駅前広場完成 ■リパーク完成 ■市電通り歩道デザイン ■ラ チッタデッラ完成

■富士見モール完成 ■市役所通りモール・銀座モール完成 ■川崎DICE完成

■稲毛公園完成 ■ パレール完成

■ＩＢＭビル完成 ■京急高架修景完成

■日航ホテル完成

■東西自由通路・
西口駅前広場完成

■新川通りモール・
砂子１丁目モール完成

■仲見世モール・
たちばなモール 完成

■多摩川都心
親水事業完成

■たちばな通り都市景観形成地区指定

■景観形成方針・基準策定

■たちばな通りモール事業完成

■砂子２丁目地区再開発完成

■旧東海道モール完成

■ルフロン完成

■川崎駅西口大宮町地区景観デザイン方針検討西口周辺地区

■川崎駅西口大宮町地区デザイン会議

■川崎駅西口大宮町地区を景観法に基づく
　 景観計画特定地区に移行

■川崎駅西口大宮町都市景観形成地区指定

■景観形成方針・基準策定 ■景観形成方針・基準変更■ソリッドスクエア完成

■ミューザ川崎完成 ■ラゾーナ川崎完成

■農住都市開発 ㈱ 設立 ■新都心まちづくり財団設立 ■ビブレ、オーパ、ホテルモリノ等開店

■川崎市アートセンター開館

■昭和音楽大学完成新百合ヶ丘駅周辺

新百合丘駅周辺地区

新百合山手地区

■まちづくり推進協議会設立 ■歩道デザインワークショップ

■上物建設マスタープラン策定
■エルミロード開店 ■南北駅前広場等再整備完成

■第２次上物建設マスタープラン策定・届出制度開始
■区画整理事業竣工

■新百合丘駅周辺特定地区区画整理事業

■新百合丘駅周辺都市景観形成地区指定

■景観形成方針・基準策定■推進協議会交通部会発足

■夜間景観ワークショップ

■万福寺土地区画整理事業造成完了

■武蔵小杉北口地区周辺景観デザイン検討 ■ＮＥＣ玉川事務所計画調整 ■武蔵小杉周辺都市景観形成地区指定

■新川崎都市景観形成地区指定

■新百合山手都市景観形成地区指定
■景観形成方針・基準策定

■景観形成方針・基準策定

武蔵小杉駅周辺
■武蔵小杉駅北口広場整備 ■等々力緑地サインワークショップ

■小杉駅南部地区デザイン調整会議開始

■小杉駅周辺地区まちづくり推進地域別構想策定

新川崎駅周辺

■大山街道活性化推進協議会発足
大山街道

■

■中原街道都市景観
　 形成地区指定

大山街道都市景観形成地区指定

■溝口地区景観形成方針・基準策定

■二子地区景観形成方針・基準策定

■モールリニューアル完成
ブレーメ

中原街道

ン通り
■ブレーメン通り 景観・まちづくり検討委員会発足

■ブレーメン通りまちづくり憲章策定

■ブレーメン通り都市景観形成地区指定

■ブレーメン通り景観形成協議会設立

■景観形成方針・基準策定

■臨海部色彩ガイドライン策定
臨海部・多摩川等

■千鳥町周辺沿道景観修景プラン策定

■第１回デザインコンペ

■千鳥町周辺道路改修事業完成

■第２回デザインコンペ

■旧臨港処理センター壁面デザイン

■千鳥町海底トンネル入口壁面デザイン

■大規模建築物等ガイドライン策定

■大規模建築物等届出制度開始

■配管デザインコンペ

■多摩川景観形成ガイドライン策定

景観協力表彰制度制定
景観協力者表彰制度

第１回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回

４団体・企業 ３団体・企業 ２団体・企業 ４団体・企業 ４団体・企業 ４団体・企業 ５団体・企業 ５団体・企業 ５団体・企業 ５団体・企業 ３団体・企業 ６団体・企業 ５団体・企業 ４団体・企業 ６ 5団体・企業団体・企業

第２回

２団体・企業

■高津大山街道活性化プラン策定

■高津大山街道マスタープラン策定

■街なみ作法集策定

■川崎駅ビル完成

■川崎市行財政改革プラン策定

■川崎市新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」策定

■川崎市自治基本条例制定

人口 140 万人突破

■新百合丘駅周辺地区（A・Bエリア）を景観法に
　基づく景観計画特定地区に移行

口

年表：川崎都市デザインの歩み



Ⅶ）デザインワークショップ

第４章　その他の施策 

　身近な公共施設等のデザインを市民と行政が共同で検

討するために、デザインワークショップを行い、異なる

立場の参加者の立場の違いを認識し、共通認識を持つ場

としています。景観部局の事業として行う場合と、事業

局などの依頼を受けて実施する場合がありますが、数多

くの地区での実施事例の中から、2 地区について紹介し

ます。

 １ 新百合丘歩道デザインワークショップ
　新百合ヶ丘駅は、朝夕の混雑がひどく、交通渋滞が慢

性化していました。この状況を改善するため、交通調査

を進め、調査内容をもとに地域が望む交通環境のあり方

について、地元との間で活発な意見交換が行われました。

　同時に市は、駅前に進出を予定している各企業に対し

て、所有用地の機能的提供や整備の協力を求め、企業側

も「パートナーシップによる新都心の街づくり」を進め

る観点から協力を約束し、用地問題が解決しました。

　一方、新百合丘駅周辺で進められてきたパートナー

シップのまちづくりの具体化として、「歩道表層部分の

デザインを地区の未来を担う子供達に任せたら」と提案

がなされ、地元の積極的な支持のもとに、街づくり財団

により実施に移されることが承認されました。

　新百合丘街づくり財団から、川崎市にワークショップ

の企画運営が依頼され、1 週間ほどで企画を行い、関係

局の若手職員によるプロジェクトチームを結成すること

となりました。今後の新百合丘のパートナーシップ型ま

ちづくりを進める上での共通の財産にしたいという思い

から、各自のアイデアを持ち寄って短期間の間に集中し

て作業することができました。

小学生とのワークショップ

　子供たちに絵を描いてもらい、それを絵タイルにして

貼ることがイメージされていましたが、ただ子供に絵を

描いてもらえばいいという発想について、景観形成とい

う中で景観としてふさわしいのかどうかという議論がな

されました。新百合ケ丘の未来を担う子供たちにまちづ

くりに参加してもらいたいという思いから生まれたプロ

ジェクトなのだから、子供たちにとっても、ただ絵を描

いてそれが貼られるという

ことでなく、きちんとした

環境デザインのスキルとプ

ロセスを体験してもらう中

で勉強しながら結果を出す

ほうが有意義なのではない

か、ということになり、小学

生とのワークショップが行わ

れることとなりました。

１日目

　子供たちに新百合ヶ丘のまちの構造を理解してもらう

ために、「まちの道」、「まちの色」、「まちの緑・広場」の

３つをテーマに探検隊を作り、実際にまちを歩いて「ま

ちのルール探し」をしました。チームごとに市の職員が

サポートを行い、子供たちの

意見を聞き、作業が進められ

ました。その後、どのような

ルールが見つかったのかを

チームごとにまとめ、発表し、

どんなデザインテーマがふさ

わしいかを話し合いました。

2 日目

　セミナー、トレーニング、グループワーク、ディスカッ

ションをひとつのパッケージにまとめたデザインゲーム

を企画しました。セミナーでは環境デザインの作法を学

習し、デザイナーが作成したシートに従って、各自が「色」

「かたち」「模様」という 3 つのデザイン要素についての

トレーニングを行いました。次に 5 つのグループに分か

れ、グループごとに実際のデザイン案を作成しました。

　また、ゲーム感覚で作業できるように、グループごと

にノートパソコンを設置

し、市職員スタッフのメ

ンバーが CAD で子供た

ちのイメージスケッチを

図面化しました。

3 日目

　子供たちが考えた案が

デザイナーにより実際の

デザインにまとめられた

ものが発表され、名前は

子供たちの案により「季

節のぬけ道」となりまし

た。

最終日

　「新百合丘歩道デザイン

ワークショップ」の完成

報告会が行われ、報告会

を行うにあたり、事前に

一般の方にも来ていただ

けるよう、広報活動を行

い、多くの方が集まりま

した。

 ２ 夢見ヶ崎動物公園案内サインワークショップ　　
　幸区の地域資源であり、豊かな自然が残る「加瀬山」

とそこにある「夢見ヶ崎動物公園」の魅力を、区民に発

信することで、それらを知ってもらい、 地域への愛着を

感じてもらうため、地元町内会長及び幸区区民会議の専

門部会「子育て・環境・魅力づくり部会」の委員をメンバー

とした「夢見ヶ崎案内サイン設置協議会」が組織され、

検討を行いました。

　そこで、景観担当課としてワークショップの企画を担

当し、サインに関する様々なアドバイスを行いました。

　

協議会によるワークショップ

　

　全 3 回のワークショップで以下の検討を行いました。

　・夢見ヶ崎案内サイン設置協議会概要説明

　・サイン設置位置の検討【現地視察】

　・サイン設置位置の決定

　・サイン盤面デザインの検討【ワークショップ形式】

　ワークショップでは、「サインの色は幸カラーの緑で

よい。ただし、緑の濃淡については数種類の見本を見た

中で決定する。矢印についても同様の検討を行う。」、

「ローマ字での表記は必要ではないか。また、文字のサ

イズは可能な範囲で大きくして見えやすくする必要があ

る。」、「それぞれのコースに、地元で呼ばれている坂道

の名前などを付けてはどうか。」、「サイン下部の動物の

シルエットは夢見ヶ崎動物公園に実際いる動物にするべ

き。」などの意見が出ました。このワークショップでは、

それぞれのコースの状況説明（解説文）を入れることな

どが決定されました。

　協議会メンバーの積極的な意欲により、地域において

昔から使われている坂道の名称をコース名に入れたり、

コース内容を言葉で説明する文章を加えたり、夢見ヶ崎

動物園にいる動物のシルエットを用いることにより来園

者への謎かけを行う、などのアイデアが生まれ、道を誘

導するサインとしてだけでなく、地域市民のオリジナリ

ティを多く取り入れることができました。

季節の抜け道

最終的なデザイン案

現地視察の様子

案内図最終デザイン

原寸大模型の比較



 １ 職員によるデザイン提案　　　　　　               
　公共施設整備における事業局との調整、民間建築物等

のデザインの誘導など、様々な局面で具体的なデザイン

案を提示するために、職員によるデザイン案の作成業務

を行っています。デザイン提案にあたっては、「シンプ

ルで洗練されたデザイン」を基本方針とし、普遍的なデ

ザインの考え方を課の中で共有化するために、過去に作

成したデザイン案をストックしています。また、個々の

提案においてはコンピュータ・グラフィックスの利用を

原則としています。

　

 ２ 個別物件のデザイン調整　　

公共サインシステムの提案事例

　各種の禁止系サインについては、管理者が多岐に渡

り、様々なサインの設置が行われていますが、雑然と

しないよう、なるべく集約化し、各管理者の負担がそ

れぞれ軽減出来るよう働きかけをしています。

　また、集約化する場合は、全市に展開できるよう色

彩やデザインの調整も行ないつつ、共通化したピクト

グラムも併せて提案をしています。

　さらに、全市展開する路面表示等についても、機能

を損なうこと無く、周辺の景観への配慮を行った提案

を行っています。

　市民に身近なまちづくりに向け、各種

の公共事業等についてワークショップを

行っています。

　ワークショップには市民の方にも参加

してもらい、利用者の視点から様々な意

見をもらいながら、景観の観点からデザ

インの提案と調整を行っています。

　また、その中でCGを用いたシミュレー

ションを作成・提案することにより、合

意形成のツールとして、またデザインの

調整ツールとしても活用しています。

等々力緑地

等
々
力
緑
地

等々力陸上競技場

とどろきアリーナ

市民ミュージアム

ＴＯＤＯＲＯＫＩＲＩＫＵＪＹＯＵＫＹＯＵＧＩＪＹＯＵ

ＴＯＤＯＲＯＫＩ ＡＲＥＮＡ

ＳＩＭＩＮＴＭＵＳＩＵＭ

等々力緑地
陸上競技場

市民ミュージアム

とどろきアリーナ

中部公園事務
所

武蔵小杉駅

川崎駅西口大宮町地区における公開空地及び歩道の

舗装パターン提案とボラードデザイン提案の事例

川崎駅西口大宮町地区における

建築物の色彩デザイン調整の事例

溝の口駅北口地区における

建築物の色彩デザイン調整の事例

　川崎駅西口大宮町では、広域なエリア内で近接する敷地を個々の事

業者が、異なる時期に事業を行うこととなったため、各事業者から立

面図を入手し、事業の初期段階から建築物の色彩や、民地部分の歩道

デザインと公共部分の歩道デザイン、また車道と歩道を分けるボラー

ド等の道路構造物について、積極的に関係者に提案し、色彩・デザイ

ン等について調整を行ないました。

　また、溝の口駅前における再開発事業や、市営住宅の建替え計画に

おいても、周辺と調和を取りながら、良好な景観が創出できるよう色

彩等について、デザイン提案やそれに伴う協議を行なってきています。

市営住宅建替え事業における

デザイン調整事例

街路の CG シミュレーション

小杉新南口周辺の建物のデザイン調整

　権利者が異なる隣接する敷地において、建築物のファサード

のデザイン調整を行い、公開されている空地に関しても、駅前

広場と同様の設えとしています。

夜間照明のデザイン調整

　公共駐輪場の照明の色温度 3000K 程度に下げ、暖かみのあ

る夜間景観としました。

ナショナルチェーンとのデザイン調整

　都市空間において、大手企業のいわゆるナショナルチェーン店の広告物デザインは周囲に与える影響が大きいものと言えます。企業ごとのコーポ

レートカラーが定められている場合でも、景観に調和するようなデザインに変更できないかを各企業と調整しています。また、設置に際しても乱

雑な印象を与えることが無いよう、統一した設置位置、大きさ等についても調整しています。

自立サイン

路面サイン

▼
▼

N2.0

自転車押し歩きゾーン 自転車押し歩きゾーン自転車押し歩きゾーン

喫煙禁止

ポイ捨て禁止

駐輪禁止

駐 輪 禁 止
No  Bicycle Parking

喫煙・ポイ捨て禁止

自転車押し歩きゾーン

Do Not Throw Cigarette

自転車押し歩きゾーン 自転車押し歩きゾーン

駐 輪 禁 止
No  Bicycle Parking

喫煙・ポイ捨て禁止
Do Not Throw Cigarette

駐 輪 禁 止
No  Bicycle Parking

喫煙・ポイ捨て禁止
Do Not Throw Cigarette

Ⅵ）個別物件のデザイン調整
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一定規模以上の建築物についての

デザイン調整と表彰制度

　川崎市景観計画や川崎市都市景観形成条例における届

出制度を活用し、届出がなされた一定規模以上の建築物

等について、デザインの調整を行うとともに、その際、

川崎市の都市景観形成施策に積極的に協力していただい

た事業者等に対して「都市景観協力者表彰」を行ってい

ます。

表彰の対象

１　都市景観形成地区又は景観計画区域内における行

　　為の届出の対象となる建築物の建築等又は工作物の

　　建設等に際し、当該地区の景観形成方針・基準におけ

　　る行為の制限に沿ってデザイン調整に協力したもの

２　臨海部における建築物の建築等又は工作物の建設等

　　に際し、臨海部色彩デザインガイドラインに沿って

　　デザイン調整に協力したもの

３　その他、本市の都市景観形成に対し、理解を寄せ協

　　力したもの

　臨海部色彩ガイドラインに基づき色彩デザインを行お

うとする企業や、景観施策に沿ったデザインを行おうと

する企業、公共施設等に対して、色彩デザイン提案を行っ

ています。

 １ 大師小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市立大師小学校の増築校舎（下図）について、川崎大師の

イメージを継承した和風のデザインを取り入れた２つの案を提

案しました。

 ２ リサイクルパークあさお

 ３ ＪＲ東日本川崎発電所              
　JR 東日本川崎発電所の複数の施設の建設、改修に伴い、色

彩デザインを提案しました。

 

4　市営住宅 （南加瀬第３住宅）                   
　市営住宅団地の改修を行うにあたり、現況のオーソドック

スなベージュ系の色彩を基調とし、中層階と低層階を分節化し、

周辺の街なみと調和する提案を行いました。

新日本石油化学 ラチッタデラ ラゾーナ川崎プラザ 

ザ・コスギタワー JR東日本川崎発電所 パークシティ武蔵小杉 向ヶ丘遊園駅前地区 日本セメント（ソラ） 

年　度 　　　　　　企　業　・　団　体　名 年　度 　　　　　　企　業　・　団　体　名 

旭化成工業㈱ 17年度 新日本石油化学㈱ 

東京電力㈱ なかはら２０年構想委員会 

日本セメント㈱ 日本電気㈱ 

三菱石油㈱ 18年度 味の素㈱ 

7年度 東芝ケミカル㈱ 大山街道景観形成協議会 

（２回目） 日本石油㈱ キヤノン㈱ 

大同特殊鋼㈱ 東芝不動産㈱・三井不動産㈱ 

東洋埠頭㈱ 日本ゼオン㈱ 

東日本旅客鉄道㈱ 三菱ふそうトラック・バス㈱ 

昭和電工㈱ 19年度 井田みすぎ地区まちづくり協議会 

東京ガス㈱ キャノンアネルバ㈱ 

川崎都市景観協議会 ㈱コスモスイニシア・㈱名豊エンタープライズ 

たちばな通景観形成協議会 学校法人東成学園（昭和音楽大学） 

川崎宇部生コンクリート㈱ 二ヶ領用水宿河原堀を愛する会 

キャノン㈱ 20年度 川崎天然ガス発電㈱ 

(財)川崎新都心街づくり財団 新百合山手景観形成協議会 

味の素㈱ 学校法人　聖マリアンナ医科大学 

㈱よみうりランド 向ヶ丘遊園駅前地区 

㈱リョーサン  21年度

新百合丘駅周辺景観形成協議会 

学校法人洗足学園 伊藤忠都市開発㈱・東京建物㈱ 

日本電気㈱ オリックス不動産㈱・㈱ハウスメイトパートナーズ 

富士電機㈱ 鹿島建設(株) 

さぎ沼商店街 大山街道景観形成協議会二子部会 

医療法人明徳会　総合新川橋病院 野村不動産アーバンネット第一交通産業(株) 

トキコ㈱ 22年度 

川崎化成工業㈱ 

日本通運㈱ 

㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ ブレーメン通り景観形成協議会 

ＮＥＣインフロンティア㈱ 

東亜石油㈱ 

㈱チッタ　エンタテイメント 

㈱東京三菱銀行 

川崎ゼロ・エミッション工業団地協同組合 

信明商事㈱ 

日本物流センター㈱ 

㈱ペットリバース 

コナミスポーツ㈱ 

サントリー㈱ 

㈱ダイショウ・ティーディーエー 

㈱日本アクセス 

日本油脂㈱ 

中島　豪一・株式会社ティ・エム・エス 

7年度 

8年度 

9年度 

住友不動産株式会社 

野村不動産株式会社・株式会社長谷工コーポ 
レーション 

三井不動産㈱・三井不動産レジデンシャル㈱・三 
井都市開発㈱・新日石不動産㈱ 

川崎駅北口地区第３西街区市街地再開発組 
合 

10年度 

14年度

15年度 

16年度 

11年度 

12年度 

13年度 

鈴木秀智・岩崎　明子・村田　裕志 

　建築物の外装色として、周囲の斜面地とも同化・融和しやすい
10YR系の色相を基調とした配色案としています。 
　落ち着きの中にも変化を感じさせ、大規模建築物のスケール
感を軽減するように配慮しています。 

　タイルの色彩を素木の茶色に見立て、木造建築に
見られる暖色系・低彩度色の組み合わせでまとめた
案です。川崎大師のイメージ強化のため、アクセントと
して庇などに緋色を用いています。3色配色をベース
に、細い庇を引き立たせ全体の印象を強める深緋を
配しています。

　川崎大師本堂に用いられた伝統的な寺社建築
の配色を継承した案です。川崎大師にも用いられて
いる弁柄色を柱等に用いて全体を引き締めるアク
セントとするとともに、落ち着きの中にもメリハリが感じ
られる外観となるように工夫しています。

年度 提案件数

平成8年度（1996） 18件
平成9年度（1997） 18件
平成10年度（1998） 10件
平成11年度（1999） 10件
平成12年度（2000） 10件
平成13年度（2001） 5件
平成14年度（2002） 5件
平成15年度（2003） 3件
平成16年度（2004） 3件
平成17年度（2005） 3件
平成18年度（2006） 3件
平成19年度（2007） 3件
平成20年度（2008） 4件
平成21年度（2009） 4件

平成22年度（2010） 4件

　建築物の色彩として最も出現頻
度が高く、オーソドックスな印象の
色相、配色がやや単調に感じられ
るため、北側の階段室に中彩度色
を用い、外観の柔らかいアクセント
としています。

　リサイクルパークあさおの建設に伴い、色彩デザインを提

案しました。色彩デザインは３案作成し、市民アンケートによっ

て、最終案を決定しました。

いぶし瓦の灰色、漆喰壁の白、柱や棟の弁柄色で構成される川崎大師本堂

伝統的な民家・商家に見られる素木の腰壁と灰白の漆喰壁の構成

Ⅳ）都市景観形成協力者表彰 
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